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● 講演会：障害・自己決定プロジェクト企画 

日　時：２００６年２月８日（水） １５：００～１８：００ 
場　所：立命館大学衣笠キャンパス 
　　　　創思館４Ｆ　プロジェクト研究会室４０１-４０２ 
講演者：William O' Donohue（University of Nevada） 
　　　　増　田　暁　彦（University of Nevada) 
　　　　原　井　宏　明（独立行政法人国立病院機構菊池病院） 
コーディネーター： 
　　　　武　藤　　　崇（立命館大学文学部助教授） 
参加申込：不要 

「『連携と融合』を可能とするものは何か？ 
　　 －行動をめぐるQOL拡大のために－」 

● 座談会：臨床社会・臨床教育プロジェクト企画 

● 臨床人間科学オープンリサーチセンター特別公開企画 

日　時：２００６年２月１８日（土） １４：００～１６：００ 
場　所：立命館大学衣笠キャンパス 
　　　　創思館２F　トレーニングルーム３ 
語り手：光　島　貴　之（造形作家） 
　　　　山　本　雅　俊（額匠　雅土呂） 
　　　　市　川　信　也（写真家・精神科医） 
進　行：假　家　素　子（立命館大学心理・教育相談センターカウンセラー） 
　　　　久　松　睦　典（立命館大学心理・教育相談センターカウンセラー） 
参加申込：要予約（定員２０名） 

日　時：２００６年２月２５日（土） １１：００～１６：００ 

場　所：立命館大学衣笠キャンパス 
　　　　アカデメイア２１　１Ｆ　中野記念ホール 

【第１部】１１：００～１３：００ 
待つだけでない「脱ひきこもり」への援助論 
実践報告：上　田　陽　子（ファーストステップジョブグループ代表） 
　　　　野　池　雅　人（特定非営利活動法人きょうとNPOセンター） 
討論者：望　月　　　昭（立命館大学大学院応用人間科学研究科教授） 
　　　　中　村　　　正（立命館大学大学院応用人間科学研究科教授） 

【第２部】１３：３０～１６：００ 
「ホームレス」問題を解決するための社会的起業 
　－援助付きの就労機会の提供をとおして－ 

実践報告：佐　野　章　二（有限会社ビッグイシュー日本代表） 

体験報告：吉　田　耕　一（有限会社ビッグイシュー日本販売担当） 
　　　　ビッグイシュー販売員 

討論者：サトウタツヤ（立命館大学文学部助教授） 

参加申込：不要 

「アートでつなぐ －表現のための居場所づくり－」 

● シンポジウム：医療・福祉における地域・住民エンパワ 
　　　　　　　 　メント（CEHSOC）プロジェクト企画 

「男性介護から考えるこれからの介護社会」 

● シンポジウム：臨床社会プロジェクト企画 

日　時：２００６年３月５日（日） １３：００～１６：００ 
場　所：キャンパスプラザ京都６F　第１講習室 
パネリスト： 
　　　　水　野　篤　夫（財団法人京都市ユースサービス協会事業コーディネーター） 
　　　　岸　田　祐　子（京都市南青少年活動センターユースワーカー） 
　　　　野　田　正　人（立命館大学産業社会学部教授） 
コーディネーター： 
　　　　中　村　　　正（立命館大学大学院応用人間科学研究科教授） 
参加申込：不要 

「どうする若者－ケアかサービスか－」 

立命館大学 

立命館大学人間科学研究所 
〒６０３-８５７７ 京都市北区等持院北町５６-１ 
Tel：０７５－４６５－８３５８　 Fax：０７５－４６５－８２４５ 
E-mail：ningen@st.ritsumei.ac.jp 
HP：http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/hs/hs_index.htm

お問い合わせ先： 

いずれも 

入場無料 

● シンポジウム：家族・臨床社会プロジェクト企画 

日　時：２００６年３月４日（土） １３：００～１５：００ 
場　所：大阪市立阿倍野市民学習センター　講堂　 
　　　　（地下鉄谷町線「阿倍野」駅下車） 
講演者：団　　　士　郎（家族療法家・立命館大学大学院応用人間科学研究科教授） 
　　　　村　本　邦　子（臨床心理士・立命館大学大学院応用人間科学研究科教授） 
　　　　久　保　樹　里（ソーシャルワーカー） 
コーディネーター： 
　　　　中　村　　　正（立命館大学大学院応用人間科学研究科教授） 
参加申込：不要 

「家族と暴力 －対人援助職者のための家族関係論－」 

● シンポジウム：高齢者心理プロジェクト企画 

日　時：２００６年３月４日（土） １３：００～１６：００  
場　所：立命館大学衣笠キャンパス 
　　　　創思館１Ｆ　カンファレンスルーム 
基調報告：吉　田　　　甫（立命館大学文学部教授） 
　　　　大　川　一　郎（立命館大学文学部教授）他 
参加申込：不要 

「認知症予防へのアプローチ：学習療法を科学する第3弾」 

立命館大学人間科学研究所 

所 長 望　月　　　昭 

ご挨拶 
　立命館大学人間科学研究所は、　立命館大学人間科学研究所は、文部科学省私立大学学術文部科学省私立大学学術高度化推
進事業オープンリサーチセンター整備事業の採択を受け、「臨床人間
科学の構築－対人援助のための人間環境研究」を2005年度から
5年間とり行うこととなりました。この研究は、人間ひとりひとり
の潜勢力（ポテンシャル）を最大化するための「対人援助学」の創造
をめざすことを目的としています。立命館大学を、コミュニティ、
当事者組織、援助サービス提供者、援助専門職者との連携、そして新
しい援助組織と人材養成の仕組みを構築するための人的・物理的・情
報的な地域資源のひとつとして位置づけ、実践と研究、諸学問を相
互に有機的に発展させようとするものです。この事業は、2004年
度まで行われてきた「学術フロンティア推進事業」を発展的に踏襲
するものですが、これまで蓄積された学内外の研究・実践ネットワー
クや、萌芽的にスタートした対人援助組織をさらに充実させ、また学
生教育とも密接に連動し推進していきます。その成果は、専用ホーム
ページ（現在作業中）などの様々な媒体で公表させて頂きます。今
回は表記のような公開企画やシンポジウムを開催いたします。どう
かふるってご参加ください。 

ご挨拶 
　立命館大学人間科学研究所は、文部科学省私立大学学術高度化推
進事業オープンリサーチセンター整備事業の採択を受け、「臨床人間
科学の構築－対人援助のための人間環境研究」を2005年度から
5年間とり行うこととなりました。この研究は、人間ひとりひとり
の潜勢力（ポテンシャル）を最大化するための「対人援助学」の創造
をめざすことを目的としています。立命館大学を、コミュニティ、
当事者組織、援助サービス提供者、援助専門職者との連携、そして新
しい援助組織と人材養成の仕組みを構築するための人的・物理的・情
報的な地域資源のひとつとして位置づけ、実践と研究、諸学問を相
互に有機的に発展させようとするものです。この事業は、2004年
度まで行われてきた「学術フロンティア推進事業」を発展的に踏襲
するものですが、これまで蓄積された学内外の研究・実践ネットワー
クや、萌芽的にスタートした対人援助組織をさらに充実させ、また学
生教育とも密接に連動し推進していきます。その成果は、専用ホーム
ページ（現在作業中）などの様々な媒体で公表させて頂きます。今
回は表記のような公開企画やシンポジウムを開催いたします。どう
かふるってご参加ください。 

立命館大学人間科学研究所 

所 長 望　月　　　昭 

「当事者と共に創る対人援助学」 
－「就労」をテーマにした対人援助実践の事例をもとにして－ 

日　時：２００６年２月１８日（土）１４：００～１７：００ 
場　所：立命館大学衣笠キャンパス 
　　　　創思館１Ｆ　カンファレンスルーム 
講演者：浅　川　澄　一（日本経済新聞社編集局） 
　　　　荒　川　不二夫（荒川区男性介護者の会） 
　　　　阿　部　未　知（東九条訪問看護ステーション所長） 
　　　　冨　田　秀　信　介護当事者 
　　　　　　　　　　　　『子どもになった母さん－仕事と妻の介護は綱渡り』筆者 
コーディネーター： 
　　　　津　止　正　敏（立命館大学産業社会学部教授） 
参加申込：不要 


